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幸田 露伴（こうだ ろはん）

資 料

短冊 『戌申元旦 御手洗に 松影掬ふ 初神哉』

作 者

１８６７（慶応３）．７．２３－１９４７（昭和２２）．７．３０

江戸（東京都）下谷生まれ。

『風流仏』や『五重塔』などの小説を書き作家なり、尾崎紅

葉と人気を分かちあう。日露戦争後は史伝や歴史考証の

分野で活動し、『芭蕉七部集評釈』などを発表する。昭和

１２年、第１回文化勲章を受賞する。
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